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第2節 副詞節

Ⅰ 基本的な使い方

主語も動詞もある文章が、＿＿＿と同じく文中で、＿＿詞・＿＿＿詞・＿＿＿詞・＿＿＿を修飾する用法。

(例)彼が本を読むとき、私は英語を勉強する。I ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.

主節（文全体の主語・動詞） 副詞節（副詞の働きをする主語・動詞）

(= ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.)

副詞の働きをする部分を＿＿＿に置くことも可能。その時、副詞節と主節の区別をつけるために、通常、副

詞節と主節の間に＿＿＿＿をつける。（つけない場合も多い）

S+V 接続詞 A+V. (=接続詞 A+V , S+V.)

Ⅱ 時を表す副詞節 その①

w＿＿＿＿＿n A+V 訳：AがV＿＿＿＿＿＿

b＿＿＿＿＿ A+V 訳：AがV＿＿＿＿＿＿

a＿＿＿＿＿ A+V 訳：AがV＿＿＿＿＿＿

w＿＿＿＿＿e A+V 訳：AがV＿＿＿＿＿＿

＿＿＿ / ＿＿＿ A+V 訳：AがV＿＿＿＿＿＿（＿＿＿＿：＿＿・状態の＿＿＿）

＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V 訳：AがV＿＿＿＿＿＿（には＿＿＿：＿＿＿＿＿）

s＿＿＿＿ A+V 訳：AがV＿＿＿＿＿・AがV＿＿＿＿＿＿

o＿＿＿＿ A+V 訳：＿＿＿＿＿AがVすると・＿＿＿＿AがVするからには

t＿＿＿＿＿＿＿ A+V 訳：Aが＿＿＿＿＿Vするとき

＿＿＿＿＿ A+V

＿＿＿＿＿ A+V 訳：AがVする＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿ A+V 訳：AがVする次の時には

(例)彼がここにいるときに私は彼に会わなければならない。

I ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. (= ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. )

(例)彼がここに来てから私は彼に会ったことがない。

I ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. (= ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.)

(例)50歳になるときまでには、私はアメリカにいるだろう。 （期限）

I will be in America ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.

(例)彼がここに来るまで、私はここにいなければならない。 （継続）

I must be here ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
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Ⅲ 時を表す副詞節 その② AがV＿＿＿＿＿＿＿＿にSはVする

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V , S+V

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V , S+V

＿＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V , S+V

＿＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V , S+V

＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V , S+V

＿＿ ＿＿d ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ S+V. / ＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿d ＿＿＿＿＿＿ S+V.

＿＿＿＿ ＿＿d ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ S+V. / ＿＿ ＿＿＿＿d ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ S+V.

＿＿＿＿ ＿＿d ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ S+V. / ＿＿＿ ＿＿＿d ＿＿＿＿＿＿＿＿＿ S+V.

(例)彼女は私を見るとすぐに泣き出した。

A＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , she began crying. / The m＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , she began crying.

D＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , she began crying. / The i＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , she began crying.

She ＿＿d n＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. / ＿＿＿＿＿ ＿＿d she ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.

She ＿＿d s＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. / ＿＿＿ ＿＿d she ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.

She ＿＿d h＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. / ＿＿＿＿ ＿＿d ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.

Ⅳ 条件を表す副詞節

＿＿ A+V

＿＿＿＿ / ＿＿＿＿＿ (that) A+V もしAがVすれば

＿＿＿＿＿ / ＿＿＿＿ (that) A+V

＿＿＿＿＿＿＿＿ that A+V

＿＿＿＿＿＿ A+V もしAがVしなければ

(例)もし私が彼に会うことができるのならば、私はアメリカに行きたい。

I want to go to America ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.

(例)もし彼が泣かなかったら、君はここに来てもいいよ。

You ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. (=＿＿＿＿＿＿ doesn’t cry , you ＿＿＿＿＿＿＿＿.)

You may come here unless he cries. (=＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ cries , you ＿＿＿＿＿＿＿＿.)
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＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V AがVする限り（＿＿＿＿的）・AがV＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V AがVする限り（＿＿＿＿＿＿）

(例)彼がここにいる限り、私は本を買うことができない。

I cannot buy a book ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ here. / ＿＿＿＿＿＿＿＿ here , I cannot buy a book.

(例)私が知っている限り、彼は犬です。

He is a dog ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. / ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , he is a dog.

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 私が知る限り

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 私がわかる限りでは

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ / ＿＿＿＿＿＿＿＿ Aに関する限り

(例)この犬に関する限り私が世話をする

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I’ll take care ofi t.

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I’ll take care ofi t.

Ⅴ 譲歩を表現する副詞節

＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V

＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V AがVするけれども

＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V (第＿＿文型のみ)

＿＿＿＿＿＿ / ＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V たとえAがVするとしても

(例)私は彼女が好きではないが、私は彼女と一緒にいなければならない。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I must be with her. (= I must be with her ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.)

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I must be with her. (= I must be with her ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.)

(例)彼女は女の子だけれどもリンゴが好きです。

She likes an apple ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. (=＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , she likes an apple.)

She likes an apple ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. (=＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , she likes an apple.)

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , she likes an apple

注意

thoughの後ろのA+Vが＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の時、Cを＿＿＿＿＿＿＿＿に＿＿＿＿＿＿に持ってくることで

＿＿＿＿を使用した書き換えを作ることができる。

Though S+V+C , S+V ～. / Alhough S+V+C , S+V ～. = ＿＿＿＿＿＿＿＿+ S+V, S+V ～
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＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ or not AがV＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿ A ＿＿＿＿ / A+V. ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿としても

(例)君が望むと望まざるとに関わらず、彼はここに来るつもりです。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , he will come here.

(例)たとえ誰がそれを言ったとしても、それは真実ではない。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ (might say so) , it is not true.

Ⅵ 副詞節と未来形の注意事項

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の副詞節内ではたとえ＿＿＿＿＿＿でも＿＿＿＿＿＿＿＿を使用すること。

＿＿＿＿＿＿節、＿＿＿＿＿＿節（主語・目的語・補語になる）の区別をすること。

(例)もし明日雨が降ったら、私は学校へ行かないつもりです。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ tomorrow , ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ to school. (副詞節 if A+V ＿＿＿＿＿＿)

(例)明日雨が降るかどうかわかりません。 （名詞節 if A+V AがVするかどうか）

I don’t know ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ tomorrow.

(例)彼女が来年ここに来るとき、私はアメリカに行くつもりです。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ next year , I ＿＿＿＿＿＿ to America. （副詞節 when A+V ＿＿＿＿＿＿）

(例)私は彼女が来年いつここに来るのか知らない。

I don’t know ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ next year. （名詞節 疑問詞A+V ＿＿＿＿＿＿＿＿）

Ⅶ 理由を表現する副詞節

＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V

＿＿＿＿ / ＿＿＿＿＿＿ A+V AがV＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V

(例)彼がここにいるので、私はリンゴを食べることは出来ない。

I cannot eat an apple ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. (= ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ , I cannot eat an apple.)

注意 ＿＿＿は話し手と聞き手両方が知っている理由を述べるときに使う。（あなたが手伝ってくれないので）

＿＿＿＿は間接的・補足的な理由で使う。（車があるから歩かないですむ）
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S+V ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V. AがVするからといって・・・ではない。

(例)A man is not great because he knows many things.

人は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。

Ⅷ , because など

(例) I cannot eat an apple , because he is here.

私はリンゴを食べることが出来ません。＿＿＿＿＿＿＿＿彼がここにいるからです。

S+V , ＿＿＿ / ＿＿＿＿ / ＿＿＿＿ / ＿＿＿＿ A+V. SはVする。なぜならばAがVするからです。

S+V , w＿＿＿e A+V SはVする。＿＿＿＿AはVする。SはVする＿＿＿＿＿AはVする。

S+V , when A+V SはVする。＿＿＿＿＿＿＿＿AはVする。

S+V , until A+V. SはVするが、＿＿＿＿＿＿＿＿AはVする。

S+V , ＿＿＿＿＿＿ A+V. SはVするが、しかしながらAはVする。

(例)She said no all the time , ＿＿＿＿＿＿＿＿ at the last time she agreed with me.

彼女はずっとノーを言っていたが、ついに最後の時に私に同意した。

(例)We were about to go out , ＿＿＿＿＿＿ we met her.

私たちは出かけようとしていた。そのとき彼女に会った。

(例)He likes English , ＿＿＿＿＿＿＿＿ I like Japanese.

彼は英語が好きだが、私は日本語が好きである。

(例)He likes me , ＿＿＿＿＿＿ I don’t like him.

彼は私を好きだが、一方で私は彼が好きではない。

(例)I ate apples , ＿＿＿＿＿＿＿＿ he ate oranges.

私はリンゴを食べた、一方で彼はミカンを食べた。

＿＿

＿＿＿＿＿＿ A+V A が V するように

＿＿＿＿＿＿

（例）Do it ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿.

私があなたに話したようにそれをやりなさい。
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注意 as A+V は多くの意味がある。

① A が V ＿＿＿＿＿＿＿＿

② A が V ＿＿＿＿＿＿＿＿

③ A が V ＿＿＿＿＿＿＿＿

④ A が V ＿＿＿＿＿＿＿＿

⑤ A が V ＿＿＿＿＿＿＿＿

Ⅸ 目的を表現する副詞節

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿＿(= ＿＿＿ / ＿＿＿＿) do.

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿＿(= ＿＿＿ / ＿＿＿＿) do. AがVするためにSはVする。

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿＿(= ＿＿＿ / ＿＿＿＿) do.

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿ A+V. / S+V ～ ＿＿＿＿＿＿ A+V.

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿. / S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V.

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿＿(= ＿＿＿ / ＿＿＿＿) ＿＿＿＿ do.

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿＿(= ＿＿＿ / ＿＿＿＿) ＿＿＿＿ do. AがVしないようにSはVする。

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿＿(= ＿＿＿ / ＿＿＿＿) ＿＿＿＿ do. AがVするのを恐れてSはVする。

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿ V. / S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿ V.

S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿ V. / S+V ～ ＿＿＿＿＿＿＿+V.

S+V ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ do.

S+V ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ do.

S+V ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ do.

(例)私は遊ぶために東京へ行く。

I go to Tokyo ＿＿＿＿＿＿＿ (＿＿＿＿＿＿＿ / can / will) ＿＿＿＿＿＿＿.

I go to Tokyo ＿＿＿＿＿＿＿ (＿＿＿＿＿＿＿ / can / will) ＿＿＿＿＿＿＿.

I go to Tokyo ＿＿＿＿＿＿＿ (＿＿＿＿＿＿＿ / can / will) ＿＿＿＿＿＿＿..

I go to Tokyo ＿＿＿＿＿＿＿ (＿＿＿＿＿＿＿ / can / will) ＿＿＿＿＿＿＿..
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(例)私は彼女に会うのを恐れて外出しなかった。

I didn’t go out ＿＿＿＿＿＿＿＿ (＿＿＿＿ / ＿＿＿＿ / ＿＿＿＿ ) ＿＿＿＿ see her.

I didn’t go out ＿＿＿＿＿＿＿＿ (＿＿＿＿ / ＿＿＿＿ / ＿＿＿＿ ) ＿＿＿＿ see her

I didn’t go out ＿＿＿＿＿＿ I ＿＿＿＿＿＿ her.

I didn’t go out ＿＿＿＿＿＿＿＿ I ＿＿＿＿＿＿ her.

I didn’t go out ＿＿＿＿＿＿ I ＿＿＿＿＿＿＿＿ her.

＿＿＿＿ A+V / ＿＿＿＿＿＿＿＿ A+V AがVするにつれて

(例)彼は成長するにつれてだんだん背が高くなった。

＿＿＿＿＿＿ older , he became taller and taller.

Ⅹ 程度を表現する副詞節

S+V ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. Sはとても形容詞・副詞なのでAはVする

S+V ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. Sはとても形容詞な名詞なのでAはVする

S+V ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿. Sはとても形容詞な名詞なのでAはVする

(例)これはとてもおもしろいので私は買うつもりです。

This is ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ it.

注意 thatの代わりに , を使い＿＿＿＿＿＿＿＿でもよい。This is ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ it.

(例)これはとてもおもしろい本なので私は買うつもりです。

This is ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ it.

This is ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ it.

注意 aの位置に注意すること

＿＿

＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿

(例)彼はとても背が高い男の子です。

He is a very tall boy.

He is ＿＿＿＿＿＿＿＿ boy.
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第6章 比較

原級 2つのものを比べて、＿＿＿＿＿＿＿＿＿を意味する。通常の＿＿＿＿＿・＿＿＿を使う。

訳：＿＿＿＿＿＿＿＿～

(例)彼女は私と同じくらい背が高いです。She is as tall as I.

比較級 2つのものを比べて、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿であることを意味する。形容詞・副詞の変化

した形である比較級を使用する。

訳：＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿＿＿に「＿＿＿＿＿＿＿＿」をつける。

(例)彼女は＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿です。 She is taller than I.

(例)私は＿＿＿＿＿＿＿＿走ることが出来る。 I can run faster.

最上級 ３つ以上のものの中でどらかが＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ことを意味する。形容詞・副詞の

変化した形である最上級を使用する。

訳：＿＿＿＿の＿＿＿＿＿＿＿＿に「＿＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿」をつける。

(例)彼女は私のクラスで最も背が高いです。 She is the tallest in my class.


